
��
��������

　７月23日、高知県庁西庁舎でアサヒビール株式会社『うまい！を明日へ！』プロジェ
クト～「四国の水・森に感謝」～第５弾の寄付贈呈式が行われ、同社高知支社の加藤支
社長から仁淀川流域７市町村（高知市・土佐市・いの町・日高村・佐川町・越知町・
仁淀川町）で構成する「仁淀川流域交流会議」と仁淀川町の「仁淀川の緑と清流を再生す
る会」に寄付金目録が手渡されました。
　このキャンペーンは、対象商品の売り上げの一部（ビール１本につき１円）を環境保
全活動に取り組む団体に寄付するというアサヒビールの社会貢献活動の一環で、今年
で３年目となります。高知支社でも、このプロジェクトの推進だけでなく、ボランティ
ア活動に社員が積極的に参加するなど地域に密着した活動を継続的に展開していま
す。
　「仁淀川流域交流会議」と「仁淀川の緑と清流を再生する会」では、これまで行ってき
た河川清掃活動や間伐、広葉樹の植樹、清流保全関連イベントなど自然環境の保全・
再生に関する活動を、この寄付金を活用してさらに充実・拡大していく予定です。

アサヒビールが「四国の水・森に感謝」
キャンペーン収益を寄付「仁淀川の環境保全」支援

　左から
　高知県林業振興・環境部　臼井部長
　仁淀川の緑と清流を再生する会　奥田会長
　仁淀川流域交流会議

　　大石会長（仁淀川町長）
　アサヒビール株式会社高知支社

　　加藤支社長
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